
 

輸血・細胞移植部 

 

1.診療科の特色 

輸血治療において輸血製剤の適正な選択や輸血副反応についての知識、正しい輸血実施手順を指導し、安全で適切な輸

血医療の推進をしています。診療科からのコンサルトへの対応の他、輸血療法に関わる他職種の役割を理解し、各職種に

合わせた教育しています。また、当院では貯血式自己血輸血を行っており、主に整形外科や産科の患者さんを対象にして

術前に自己血採血を行っています。国際医療センターと交流があり、国際医療センターの症例を経験することもできます。 

 

2.診療・教育スタッフ 

石田明(教授)、小林清子（講師）、岡田義昭（客員准教授） 

 

3.研修責任者と指導者 

研修責任者：石田明 

  指導者：小林清子、岡田義昭 

 

4.研修目標と到達目標 

A.一般目標(GIO) 

輸血ガイドラインの内容を理解し、知識を習得する。 

輸血関連検査の結果を判断できる。 

B.行動目標（SBOs） 

輸血療法の症例検討を行い、妥当性や効果を判断する。 

輸血時の注意事項を理解し、輸血副反応に対し適切に対処できる。 

C.研修方略（LS） 

輸血療法に関する知識の整理と、症例のディスカッションを行う。 

 

D.到達目標と評価方法(EV) 

 自己評価  指導者評価 

輸血の適応が判断できる （    ） （    ） 

輸血副反応を列挙し、対応を説明することができる      （    ） （    ） 

安全に輸血を行うための注意事項を列挙できる        （    ） （    ） 

 

E.週間スケジュール 

研修期間および内容については個別に相談する。 

 

 

 


